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日本ゼオン(株)総合企画本部 小山 明茂

私がORにはじめて緩したのは昭和29年で，大学の講

義の中でした.テキストはモースとキンボルの「オベレ

ーション・リサーチの方法j で，表紙にJ土保交庁保安)，，1

調査課(発行)と印刷してあったのが，強く印象に残って

います.以来OR とは何となく離れられない縁となっ

て，今日にいたっております.

会社へ入ってからは，研究部門，工場生産管別・技術

部門，コンピュータ部門を経て，現在は企画部門に所属

していますが，いろいろの場面でORは役に立ってきた

と思っています.前著に rORは執行部(軍の司令部，

産業の副社長，行政活動の長)に仕えるものであること

を明記しておく.執行部が OR-GROUP を適切に用い

るというのは，相互に他の活動を信頼し，他の人の権限

に敬意をばらっていることが必要である. J と警かれてい

るが， ORが役に立っかどうかは， このことを組織のな

かにいる人々が理解できているかどうかによると思いま

す.

OLD-OR-WORKER としては，古典を懐旧するだ

けではスクラップになるので，昨今は奥野先生の[情報

化時代の経営分析」と，小林先生の「数量化理論入門」

を本誌とともに机上に積んで、頭の老化防止につとめてお

ります.

ソニー株式会社 高橋 睦夫

ORに対して私は大学時代から l つの考えをもってい

ました.それは，“真のORは企業の実用化に十分耐えら

れなければならな\..，"というものです. ORは一般数学

とは異なり，現実の問題を対象にすることが可能であり

ます.現在，私も企業の一員として，生産計画に携わり，

将来の予測も合めての工数計算や自動機の導入台数決定

を行なっておりますが，その過程で言えることは(当然，

1IIf'í序だった論理的思考は要求されますが) "、かに立派な

ORの手法やむずかしい数式で解析を行なっても，それ

はあまり他にはアピールする力が少ない.むしろ， OR 

の知識のない人や，忙しいトップ。の方々にも理解しても

1982 年 4 月号

らうためには，論文の中で“総成をふるう"数式よりも

ひと目見でわかる図表やグラブのほうが表現方法として

はベターであり説得力があり，かっ効果的であるという

ことです.最近はそうでもなくなったと思いますが，と

もすれば， ORの論之は結論までの過程や解析手法，数

式展開が重視され，かんじんな(企業人にとって最も関心

のある)結論や今後の方向にもう i つ物足りなさを感じ

たり，数ベージの難解な内容の結論も図表化すると 1 枚

で終ってしまうものも見ることがあります.しかし，こ

れも ORの一面であり， ORに対する要求度や考え方の

違いだけであり，その根底に流れる思想は同じものであ

ると信じます 理論の追求と応用の追求が今後も互いに

刺激しあい仕がら， ORの発展rこ貢献していくことを願

っております.

文教大学悩報学部経営情報学科 広内 哲夫

私は現在， OR学会の 2 つの研究部会， r fllJ造性開発の

数学モデルとコンビュータ・ベースド・デザイン (CB

D)J および「デシジョン・サポート・システム (D S S)J 

に参加させていただいております. CBDは計算機シス

テムにいかに創造的能力を付与するかが研究のテーマで

あり， D S S は経幻管理に携わる管理者の創造的な意思

決定能力を高めるための経予言情報システムをし、かに構築

したらよし、かが現実的な目標となります.

i司システムとも，強力なマン・マシン・ン〆ステムの確

立を目ざすわけですが， CBDの研究はマシンに付与す

る創造性のアルゴリズムに， D S S の研究はマンが創造

的主体性を発揮できるような枠組の確立に，それぞれ研

究の重点、がおかれています.極論すれば， CBDはマシ

ン指 I ，'J の研'先， D S S はマン指I"Jの研究といえるでしょ

フ.

|山j研究部会に参加した初期の頃は， I寸じ創造性合取り

倣う研究でありながら，それぞれの部会の研究方針の相

違に凶惑しました.

しかし最近，認知科学や知識工学とよばれる新しい

分野で，人間の創造的問題解決能力(マン)をコンピュー

タ(マシン)に移す方法論が研究されており，それが医療

の診断の領域で、プロダクション・システムという名で成

果が突っていることを知りました.これこそ，在、の夢に

摘し、ていた知的システムです.

今後(主， CBD と DSS の研究部会の成果を知識工学

の手法を用いて融合し，経営管理の分野でのプロダクシ

ョン・システムを実現したいと思います.
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品;i王争立学前回 博

最近，社会システムの E デリングと意J~，決定問題に興

味をもち研究を行仕っています.このような問題の中で

の ORの位置づけは，モデリングの一手段，評価の一手

段として重要な役割を担っていると百えるのではないで

しょうか.にもかかわらず，現実の問題に対して ORは

役に立たないという声をよくヰにしますが，数学的にき

れいに定式化されたORが，現実問題今のもつ不確実さ，

会合記録
長期計画委員会

" 
( )内は山市者人数 OR史委員会

IAOR委員会

不I正E確さに柔軟に対処できないことが大きな!原京因の 1 つ

になっているのではなし、かと思います.

Decision making の分野で展開されている Fuzzy

theory をベースにした多様なアプローチが，役に立つ

ORに対する 1 つの方向かも知れません.しかしながら

それ以上に， ORを利用する人が，現実問題と OR とを

いかに紡合させるかというインタフェースに芸術的セン

スを誌なうことが重要ではないかと自分自身の反省から

感じている次第です.このためには結局のところ，現実

問題と ORに精通することしかないのかも知れません.

2 月 2 日(火) (4) 河野 実防衛庁

2 月 l ラ日(月) ( 5 ) 香西 泰東京工業大学

2 月 15 日(月)( 2 ) 問中康信清水建設側

2 月 111 (月) (1) 

入退会
千歳芳一東京都

編集委員会(OR誌) 殿岡元治 日本技術貿易紛

2 月 3 日(水)(11) .57年度から入会 豊田 徹 日本電信電話公社

表彰委員会 2 月 4 日(木) (4) (正会員) 山崎了三いす工自動車紛

2 月 26 日(金) ( 3 ) 青山 氏一 (社)科学技術と経済の 張 事一 明知質業専門大学

モニター委員会 2 月 5 日(金) (2) f三二、、ー 高梨敬子 (財)計量計画研究所

文献賞小委員会 2 月 17 日(水) ( 7 ) 手f貸 jE'Jj.、 日本航空側 。t村淑郎 日本アイ・ビー・エム側

研究普及委員会 2 月 26 日(金) (13) 岡田英明協和椴酵工業側 (学生会員)

主査会議 2 月 26 日(金) (13) 附Hl 修小阿六写真工業紛 橋本克之早稲田大学

庶務幹事会 2 月 2611 (金) (4) 人浦佑而 日本電信電話公社 (賛助会員)

25周年記念事業委員会 亀山喜正岡山大学 側フジミック

編集後記砂桜前線も日一日と北上し，はや 4 月.新入社

員，新入生が会社，学校に沿れ，フレッシュさに満ちて

います.毎年のことながら，明るい気持ちにしてくれる

4 月です.年初以来，内外共にH青いニュースが続くなか

で一時でも和やかな気分にさせてくれます.砂今月の特

集は「商用データベース 1. 企業内データへースのみでは

なく，各記事に紹介されているような多くの|荷用データ

ベースが動いています.この背景にはマイコン，ネット

ワークをはじめとするつンピュータ技術の驚くべき進歩

があります.国際ネットワークを利用してアメリカのデ

ータへースを利用できる国際情報システムの時代です.

また，人工知能分野の蓄積を活かしたソフトウェアの発

達により人聞の思考形態に近L、知識ベースも実用化の一

歩手前まできています.ただ一言，難を言わせていただ

ければ，利用コストが個人で利用できるほど十分安くな

いことです.編集子のような所得階層でも利用できる程

度のコストになることを期待します.砂高岩氏の「テク

ノロジートランスプァー奮戦記J は従来の OR誌にはな

い新形式のものです. ORの活用の場の生々しさが伝わ

る興味ある読物です.情，f)
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